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騒騒 麓議事事
おおず広報

~月定例市議会

大洲市民憲章

第
一
六
二
固
定
例
市
議
会
は
、
六
月
二
十
六
日
か
ら
七
月
四
日
ま
で
の
九
日
間
の
会
期

で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
語
会
で
は
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
補
正
予
算
案
件
五
件
、
条
例
関
係
十
二
件
、
そ

の
他
五
件
の
計
二
十
二
議
案
と
請
願
六
件
、
陳
情
一
件
が
提
出
さ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

近
田
市
長
は
、
開
会
に
あ
た
り
「
大
洲
市
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
環
境
は
、
一
段
と

厳
し
さ
を
加
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
庁
内
経
費
を
一
層
節
約
し
、
ム
ダ
を
省
き
、
財
政
の

健
全
化
を
維
持
す
る
と
同
時
に
積
極
的
に
事
業
振
興
に
取
り
組
み
た
い
と
決
意
し
て
い
ま

す
。
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

千万円15億1

補
正
予
算
の
概
要

A
7
同
提
出
し
た
補
正
予
算
は
、
昭
和
五
十

六
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
H

住
み
よ

い
魅
力
あ
る
地
域
・
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地

域
H

を
め
ざ
し
、
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境

の
整
備
、
保
健
・
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化

の
振
興
を
軸
と
し
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

補 正
予算額

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
を
合
せ
十
五
億
一
千
二
百
四
万
円

で
、
本
年
度
予
算
の
累
計
は
百
十
八
億
六
千

六
百
四
十
九
万
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
比

べ
六
億
二
百
七
十
八
万
円
(
五
・
一
パ
ー
セ

ン
ト
)
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計

議案を審議する市議会

今
回
、
十
四
億
五
千
九
百
二
十
七
万
円
を

補
正
し
て
一
塁
吾
の
予
算
総
額
は
、
八

十
二
億
一
千
六
百
二
十
七
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
前
年
同
期
と
比
べ
る
と
五
億
一
千
六
百

七
十
八
万
円
(
六
・
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
わ
も
な
内
容
は
!
|
l
l
l
!

総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
と
し

て
、
宇
山
、
杖
ノ
瀬
、
杭
瀬
集
会
所
の
改
築

事
業
の
補
助
金
を
二
百
三
万
円
。

民
生
費
で
は
、
同
和
対
策
費
と
し
て
、
七
億

一
千
九
百
三
十
九
万
円
。
内
訳
は
、
生
活
環

境
整
備
の
た
め
、
道
路
改
良
に
五
億
五
千
三

百
一
万
円
、
集
会
所
新
築
(
一
一
か
所
)
に
二

千
八
百
八
万
円
、
徳
森
地
区
に
建
設
す
る
児

童
セ
ン
タ
ー
建
設
に
八
千
百
九
卜
五
万
円
な

ど
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
国
際
障
害
者
年
に
あ
た

り
ま
す
の
で
、
啓
発
啓
蒙
を
推
進
す
る
た
め

の
事
業
費
と
し
て
二
百
万
円
。

労
働
費
で
は
、
運
動
公
園
内
に
建
設
す
る
勤

労
者
体
育
施
設
の
大
洲
市
負
担
分
と
し
て
四

千
百
七
ト
二
万
円
。
こ
の
体
育
館
は
、
鉄
骨

平
家
建
、
九
百
七
十
八
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
総
事
業
費
は
一
億
二
千
百
七
十
一
一
万
円

で
す
。
パ
レ
1
コ
1
卜
二
面
、
パ
ス
ケ
y
ト

コ
1

ト
一
面
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ

l
ト
四
面

を
有
し
、
今
ノ
正
午
に
完
成
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、

健
康
増
進
に
運
動
公
園
の
諸
施
設
と
合
せ
て
、

大
い
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
費
で
は
、
水
田
再
編
対
策
の
基
盤

整
備
と
し
て
、
東
大
洲
、
新
谷
地
区
三
十
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
地
下
水
位
調
査
費
に
百
万
円
。

広
域
営
農
同
地
農
道
整
備
事
業
(
蔵
川
・

南
久
米
)
の
A
7
呈
弘
事
業
は
、
道
路
工
事
千

六
百
一
一
十
四
メ
ー
ト
ル
、
舗
装
工
事
、
ト
ン

ネ
ル
工
事
な
ど
に
五
千
百
七
十
八
万
円
。

商
工
費
で
は
、
柏
木
と
常
磐
町
二
丁
目
の
街

路
灯
設
置
費
補
助
金
と
し
て
百
一
一
一
十
八
万
円
。

土
木
費
で
は
、
道
路
新
設
改
良
費
と
し
て
、

市
道
平
地
慶
雲
寺
線
に
七
千
百
万
円
を
追
加
。

野
佐
来
地
区
の
県
単
独
道
路
整
備
事
業
と
し

て
一
千
万
円
、
長
谷
・
梅
川
線
お
よ
び
野
地

線
の
地
域
振
興
道
路
事
業
に
二
千
万
円
、
舟

原
線
わ
よ
ぴ
長
谷
・
大
回
線
の
辺
地
対
策
事

業
に
二
千
万
円
、
臨
時
地
方
道
整
備
事
業
に

五
千
四
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

橋
り
ょ
う
新
設
改
良
費
と
し
て
は
、

A
7
年

度
よ
り
コ
一
か
年
計
画
で
行
う
峠
橋
の
新
設
改

良
費
の
A
7年
度
分
と
し
て
四
千
七
十
万
円
。

改良される峠橋

都
市
計
画
費
と
し
て
、
駅
前
か
ら
常
磐
町

の
一
部
を
含
め
た
約
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
街

地
再
開
発
調
査
事
業
費
に
六
百
六
十
九
万
円
。

都
市
下
水
路
費
と
し
て
、
新
屋
敷
地
区
の

都
市
下
水
路
整
備
に
一
千
万
円
な
ど
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

華
同
費
で
は
、
文
教
施
設
の
整
備
と
し
て
、

新
谷
小
学
校
屋
内
運
動
場
(
六
百
八
十
平
方

メ
ー
ト
ル
)
増
改
築
費
に
九
千
四
百
三
十
二

万
円
、
束
中
学
校
校
舎
(
鉄
筋
三
階
建
)
新

増
築
に
一
億
五
千
四
百
五
万
円
、
平
野
幼
稚

園
(
鉄
筋
平
家
、
三
百
八
十
三
平
方
メ
ー
ト

ル
)
新
増
築
に
五
千
二
百
七
十
三
万
円
。
下

松
尾
地
区
の
文
部
省
集
会
所
(
百
三
十
二
平

方
メ
ー
ト
ル
)
建
設
に
二
千
四
百
九
十
万
円
。

青
少
年
育
成
費
と
い
う
予
算
科
目
を
新
設

し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
事
業
の
効
果
的
推

進
の
た
め
に
四
百
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

企
業
会
計

大
洲
病
院
事
業
会
計
で
は
、
テ
レ
ビ
レ
ン
ト



千
円
(
旧
十
七
万
円
)
に
改
正
し
ま
す
。
り
住
居
が
半
壊
し
た
場
合
は
百
四
十
万
円
“

大
洲
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
助
(
旧
百
万
円
)
。

金
の
貸
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
・
世
帯
主
の
負
傷
が
な
く
、
住
居
家
財
に
損
e

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
弔
慰
金
お
よ
害
を
受
け
た
場
合
。

び
貸
付
金
の
増
額
を
行
う
も
の
で
す
。
仙
川
家
財
の
損
害
が
三
分
の
一
以
上
の
場
合
"

大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

O
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
場
合
の
弔
慰
金
を
は
六
十
万
円
(
旧
四
十
万
円
)
。

地
方
税
の
一
部
改
正
と
市
民
の
医
療
費
の
生
計
維
持
者
は
三
百
万
円
(
旧
二
百
万
円
)
伺
住
居
が
半
壊
し
た
場
合
は
八
十
万
円
(

増
加
に
よ
り
、
加
入
者
負
担
の
公
平
化
を
図
そ
の
他
は
百
五
十
万
円
(
旧
百
万
円
)
に
旧
五
十
五
万
円
)
。

る

た

め

に

一

部

改

正

を

行

い

ま

し

た

。

増

額

し

ま

す

。

付

住

居

が

全

壊

し

た

場

合

は

百

二

十

万

円

改
正
の
お
も
な
も
の
は
1
1
1
1
1
1
1
0
災
害
援
助
資
金
の
貸
付
額
を
次
の
よ
う
に
(
旧
九
十
万
円
)
。

O
課

税

額

の

最

高

限

度

額

を

一

干

六

万

円

(

増

額

し

ま

す

。

大

洲

亜

日

↓

小

学

校

及

び

中

学

校

屋

外

運

動

場

一

旧
二
十
四
万
円
)
に
改
正
し
ま
す
。
-
世
帯
主
が
負
傷
し
療
養
の
期
間
が
一
か
月
照
明
施
設
使
用
条
例
の
一
部
改
正

O
被
保
険
者
の
均
等
割
額
を
八
千
円
(
旧
六
以
上
で
住
居
家
財
が
損
害
を
受
け
た
場
合
。
田
処
小
学
校
の
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
の
、

千
三
百
円
)
に
改
正
し
ま
す
。
的
世
帯
主
が
一
ヶ
月
以
上
の
負
傷
を
し
た
設
置
に
伴
い
、
使
用
料
金
を
定
め
る
も
の
で
一

O
世
帯
別
の
均
等
割
額
を
一
万
一
千
三
百
円
場
合
は
六
十
万
円
(
旧
四
十
万
円
)
。
す
。

(
旧
九
千
五
十
円
)
に
改
正
し
ま
す
o

M

門

家

財

の

損

害

が

三

分

の

一

以

上

の

場

合

一

時

間

に

つ

き

二

百

円

。

…

「

裁
判
所
で
は
、
紛
争
の
解
決
の
た
め
調
停

O
国
保
税
減
額
の
所
得
基
準
額
を
十
七
万
五
は
百
二
十
万
円
(
八
十
万
円
)
。

山
を
行
っ
て
い
ま
す
。

申
し
立
て
の
手
続
は
簡
単
で
、
本
人
(
ま

運

動

公

園

の

水

泳

。

フ

l
ル

工

は

身

内

の

人

)

が

裁

判

所

の

窓

口

に

行

き

、

備
え
付
け
用
紙
に
所
定
事
項
を
童
害
、
若
干

の
印
紙
・
切
手
を
納
め
、
印
鑑
を
押
す
だ
け

…
で
す
み
ま
す
。

申
し
立
て
が
あ
り
ま
す
と
、
約
二
週
間
後

に
第
一
回
目
の
調
停
期
日
を
定
め
、
申
し
立

て
人
と
相
手
方
が
裁
判
所
に
集
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
当
事
者
よ
り
、
で
き
る
だ
け
詳
し

、
く
事
情
を
聞
き
、
調
停
委
員
会
で
適
当
な
解

…
決
案
を
作
り
、
双
方
に
一
不
し
ま
す
。
と
き
に

は
、
解
決
案
を
何
回
か
練
り
直
す
こ
と
も
あ

山
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
解
決
案

"
を
双
方
が
了
解
い
た
し
ま
す
と
、
こ
れ
を
裁

判
所
の
公
式
記
録
に
残
し
、
ご
れ
に
よ
り
紛

J

争
が
解
決
し
ま
す
。

裁
判
所
の
調
停
制
度
の
利
点
は
ー
ー
ー

一
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
紛
争
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

おおず

ゲ
ン
の
購
入
費
と
し
て
三
千
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

広報明るい市づくりにつとめる。

ワ
月
初
日
に
オ
ー
ブ
ン

郷土を愛し、(3) 

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
運
動
公
園
に
建
設
を
進
め

レ
で
い
ま
し
た
H

水
泳
プ
l
ル
山
が
七

~
月
二
十
六
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

す。

フ永
こ
の
プ
!
ル
は
五
十
メ
ー
ト
ル
八

水

コ

l
ス
で
ア
ル
ミ
製
で
す
。
一
般
公

い
開
は
、
七
月
二
十
六
日
か
ら
八
月
三

近
十
一
日
ま
で
で
す
。

成
使
用
時
間
、
料
金
な
ど
は
、
次
の

完
と
お
り
で
す
。

使
用
時
間

。
寺
1
8土
寸

1
日

1
日

水泳プール使用料金表

使用区分 種 思リ 使 用 料

普通券
大 人 1人1回 100円

小人(中芋生以r) 1人1回 50円
(困 人

大 人 11枚綴 1，0∞円
回数券

小人(中学生日f) 11枚綴 500円

30人以上 普通料金の 1割引

団 体 50人以上 普通料金の 2割引

100人以上 普通料金の 3割引

刀
調
停
制
度
μ

を
知
っ
て
い
ま
す
か

紛
争
解
決
へ
の
近
道

二
、
申
し
立
て
手
続
が
簡
単
で
、
費
用
も
わ

ず
か
で
す
。

一
二
、
調
停
委
員
会
は
、
裁
判
官
一
名
と
地
元

有
識
者
の
調
停
委
員
二
名
の
計
三
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
解
決
例

も
全
部
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
妥

当
な
解
決
案
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四
、
比
較
的
早
く
解
決
し
ま
す
。
早
け
れ
ば

二
週
間
、
遅
く
と
も
一
二
ヶ
月
位
で
解
決
し

て
い
ま
す
。

五
、
秘
密
が
完
全
に
守
ら
れ
ま
す
。
調
停
に

つ
い
て
は
、
そ
の
始
め
か
ら
終
り
ま
で
、

外
部
に
は
一
切
秘
密
に
し
て
い
ま
す
。

六
、
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

現
状
は
、
当
事
者
が
仲
介
入
を
入
れ
で

何
回
も
話
し
合
っ
て
も
解
決
で
き
ず
、
お

互
に
相
当
感
情
的
に
な
り
、
こ
じ
れ
切
っ

た
う
え
で
、
よ
う
や
く
裁
判
所
で
の
調
停

と
な
る
の
が
大
部
分
で
す
が
、
そ
れ
で
も

七
割
以
上
は
解
決
し
て
い
ま
す
。

七
、
結
果
が
確
実
で
す
。

調
停
が
成
立
し
、
決
っ
た
こ
と
が
裁
判

所
の
公
式
記
録
に
残
さ
れ
ま
す
と
、
再
び

も
め
る
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ

わ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

d

親
族
聞
の
紛
争
家
庭
裁
判
所

・
他
人
聞
の
紛
争
簡
易
裁
判
所

電
話
は
ど
ち
ら
も
含
ω
2
0
3
8

大
洲
市
大
洲
大
洲
裁
判
所
内

愛
媛
調
停
襲
五
大
洲
支
部



(4) おおず広報

子
供
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
の
は
、
す
べ

て
の
親
の
願
い
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
親
の
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、
年
々
少
年
非
行
が
増
え
続
け
て
い

ま
す
。
特
に
夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
気
持
ち
も
ゆ
る
み
が
ち

で
、
親
の
目
も
届
き
に
く
く
な
り
ま
す
。
楽
し
い
夏
休
み
が
、
一
転
H

非
行
の
季
節
υ

に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

夏
休
み
を
前
に
し
た
七
月
七
日
に
、
中
央
公
民
館
で
、
昭
和
五
+
六
年
度
大
洲
車
問
少

年
健
全
育
成
大
会
が
聞
か
れ
、
今
年
度
の
活
動
方
針
、
重
点
目
標
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

品い教養を身につける

市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
は
、
百
五
十
人

が
参
加
し
、
七
月
七
日
午
後
一
時
半
よ
り
開

か
れ
ま
し
た
。
会
で
次
の
よ
う
な
活
動
方
針
、

重
点
目
標
を
決
定
し
ま
し
た
。

次
代
の
担
い
手
で
あ
る
宵
少
年
を
非
行
か

ら
守
り
、
健
全
な
育
成
を
阿
っ
て
い
く
こ
と

は
、
市
民
と
し
て
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
役

今
年
度
活
動
方
針

健康なからだをっくり、

マF
.' 

jitZJJ富山吋
ゑフ

割
り
で
す
。
近
年
、
青
少
年
の
非
行
は
急
激

に
増
加
し
、
内
容
的
に
も
低
年
齢
化
、
悪
質

化
、
多
様
化
す
る
な
ど
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
行
政
機
関
は
も
と
よ
り
、
家

庭
、
学
校
、
職
場
、
関
係
団
体
な
ど
地
域
社

会
に
お
け
る
す
べ
て
の
市
民
が
総
ぐ
る
み
と

な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
U

特
に
今
年
度
は
、
公
民
館
活
動
を
主
体
と

し
、
隣
り
組
み
か
ら
輪
を
広
げ
る
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る

と
と
も
に
関
係
団
体
の
一
体
化
を
図
り
「
明

る
く
た
く
ま
し
い
大
洲
の
子
し
を
合
言
葉
に

実
践
的
に
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

※

※

※

※

※

 

そ
れ
で
は
、
家
庭
や
地
域
で
ど
の
よ
う
に

取
り
組
め
ば
い
い
の
か
、
少
し
具
体
的
に
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

あいさつをする近田市長

家
庭
で
は

非
行
の
芽
を
早
い
う
ち
に

つ
み
と
ろ
う

子
供
は
、
あ
る
日
突
然
H

非
行
μ

に
走
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
風
船
が
だ
ん

だ
ん
ふ
く
ら
ん
で
、
や
が
で
H

パ
1
ン
H

と

は
じ
け
る
よ
う
に
、
徐
々
に
非
行
へ
の
道
に

深
入
り
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
過
程
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
非
行
へ
の
ん
き
ざ
し
4

が
見
ら
れ

ま
す
。

管
軍
事
軍
事
重
要
事
事
事
事
長
軍
事
毒
事
毒
事
軍
事
事
毒
事
事
事
事
露
軍
事
毒
事
事
事
毒
事
華
w
d

対

・

ι
j
lづ
二

人

減

、

二

五

%

減

)

と

昭

和

五

十

三

年

以

嚇

杭

一

一

三

一為

vι
吋けべ
J
4司
降
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
し
た
。
相

輪

-

Y

寸い

h
fヴ
J
d協
や

戦
一
定
対
判
柄
通
V

し
か
し
、
五
十
五
年
は
、
ン
ン
ナ
l
乱
用
、
内

向

一

選

げ

F
U浮
パ
不
純
な
性
行
為
な
ど
の
特
別
法
犯
で
検
挙
補
問

ご
E
J
K
¥己
む
導
さ
れ
た
少
年
少
女
は
十
五
人
(
前
年
一
名
)
仰

向

一

樹

叫

調

司

訟

と

増

加

し

て

い

ま

す

。

…

;Y4唱
団
一
一
l¥文
刑
去
犯
少
年
を
年
齢
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
加

予
一
干
師
一
一

H
一
川
¥
戸
、
;

政
草
川
わ
せ
J
豆

、

全

信

に

は

減

少

し

て

い

ま

す

が

、

低

年

齢

…

杭
注
品
開
相
世

E
t
f
事
化
カ
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
特
徴
仙

一
し
が
十
四
歳
以
上
、
二
十
歳
と
し
て
、
女
子
(
五
人
、
三
人
増
)
の
増
加
…

ケ

少

未

満

の

少

年

が

刑

法

に

触

が

目

立

っ

て

い

ま

す

。

町

一
吋

f

れ
る
罪
を
犯
す
と
、

H

刑
非
行
の
内
容
は
、
窃
盗
の
比
率
が
全
体
の
帥

ア
1
1イ
J
法
犯
少
年
H

と
し
て
補
導
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
向

笠

功

一

行

一

さ

れ

ま

す

。

窃

盗

の

手

口

で

は

、

万

引

、

自

転

車

や

オ

l
山

竺

5
非
卦
一
大
洲
筈
察
署
管
内
で
、
ト
パ
イ
の
盗
み
な
ど
遁
び
型
非
行
H

が
多
町

竺
5
一
年
昭
和
五
十
五
手
に
検
挙
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
窃
盗
の
グ
ル
ム

竺

…

昭

一

少

一

補

導

し

た

刑

法

犯

少

年

(

プ

化

が

目

立

っ

て

い

ま

す

。

明

叩

E・
量
交
通
関
係
長
く
)
は
、
非
行
は
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
そ
し
て
深
削

吋

E
・
E
・

-

六

士

ハ

人

(

前

年

比

二

十

夜

が

多

い

よ

う

で

す

。

間

恥
毒
事
事
事
事
-
毒
事

-
j
j
j
w君
事
事
事
軍
事
事
事
事
事
長
事
情
事
凶
蓮
毒
事
事
事
事
事

-w辛苦
草
加

子
供
の
非
行
防
止
も
、
病
気
の
場
合
と
同
得
意
な
科
目
の
成
績
ま
で
自
に
み
え
で
落

じ
よ
う
に
H

早
期
発
見
H

が
大
切
で
す
。
ち
、
テ
ス
ト
の
結
果
も
見
せ
な
く
な
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子
供
の
生

活
を
注
意
深
く
見
守
り
な
が
ら
、
非
行
の
芽

を
早
い
う
ち
に
つ
み
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

肝
心
で
す
。

子
供
の
ど
う
い
う
言
動
が
非
行
に
つ
な
が

っ
て
い
く
の
か
、
非
行
の
M

き
ざ
し
u

の
い

く
つ
か
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

-
ウ
ソ
は
非
行
化
の
赤
信
号

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
ウ
ソ
を
つ
い
た
り
、

親
の
顔
を
ま
と
も
に
み
な
い
で
、
あ
い
ま
い

な
返
事
し
か
し
な
い
。
ウ
ソ
が
露
見
し
て
も

平
気
な
顔
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

-
成
績
が
急
激
に
ダ
ウ
ン

-
ふ
ら
り
と
外
出
す
る

目
的
の
あ
る
外
出
で
は
な
く
て
、
「
ち
ょ

っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う
外
出
が
ひ
ん
ぱ
ん

に
な
る
。

-
親
の
知
ら
な
い
友
だ
ち
が
増
え
る

「
な
ん
で
い
う
名
前
な
の
」
と
聞
い
て
も
、

「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
、
マ

l
坊
」
と
あ
い
ま
い
な

返
事
を
す
る
よ
う
に
な
る
。

-
服
装
や
髪
形
を
し
き
り
に
気
に
す
る

小
遣
い
で
は
買
え
な
い
高
価
な
ア
ク
セ
サ

リ
ー
な
ど
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。



おおず

日空 Z『33を多
Zち三時五要額
九己 Cう求の
立弓 l主翠す IJ、
る 45が、る遣
よりサめ L 

dTA 

-
夕
食
を
あ
ま
り
食
べ
な
い

広報

食
べ
盛
り
で
、
以
前
は
い
つ
も
空
腹
を
訴

え
で
い
た
の
が
食
べ
な
く
な
る
。
学
校
の
帰

り
に
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
た
ま
り
場
に
寄
り

非
行
の
芽
は
す
べ
て
の
子
供
に

「
息
子
を
非
行
か
ら
守
る
に
は
、
と
う
L

た
ら
い
い
ん
で
し
ょ
う
?
」

く
一
時
お
母
さ
ん
方
か
ら
、
よ
く
相
談
を
受
け
ま

築
一
向
す
。
で
も
、
は
た
と
返
事
に
困
っ
て
し
ま
い
、

を
一
間
「
苛
知
薬
な
ん
で
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
と
、
苦

士
一
刊
し
ま
ぎ
れ
に
答
え
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
o

r
υ
L
d
v
 

娘
一
向
そ
の
よ
う
に
尋
ね
る
お
母
さ
ん
の

民
一
問
胸
の
内
は
デ
ち
の
子
に
限
っ
て
」

刻
一
仰
と
い
う
自
信
に
あ
ふ
れ
で
い
る
の
で

な
一
叫
す
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
「
非
行
の

か
一
州
芽
は
す
べ
て
の
お
子
さ
ん
に
あ
る
ん

豊
一
向
で
す
。
他
人
ご
と
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

ヘ
一
時
よ
」
と
、
ほ
ん
と
う
は
芦
を
大
に
し
て
言
い

跡
一
同
た
い
の
で
す
。

に

青

少

年

の

非

行

問

題

に

関

心

を

産

な

っ

た

の

は

、

も

う

二

十

年

も

生

な

り

ま

す

。

親

し

い

芸

人

仲

間

引

所

を

慰

問

し

て

回

っ

た

の

が

き

(

。

ぞ

れ

以

来

、

わ

た

し

は

子

供

仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

非
行
少
年
の
ほ
と
ん
ど
が
、
最
初
の
段
階

で
喫
煙
す
る
。
ポ
ケ
y
ト
な
ど
に
か
く
し
て

い
た
り
、
ニ
オ
イ
が
す
る
か
ら
注
意
し
て
み

る

。

次

の

よ

う

な

少

年

・

少

女

を

見

か

け

た

ら

、

・

な

げ

や

り

な

言

葉

が

多

く

な

る

勇

気

を

も

っ

て

N

愛
の
ひ
と
声
H

を
か
け
ま

γ
令。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
φ
。。。。。。。。
φ
。。。。。。。。。。。
φ
。。。。。。。。。
λγ

。。。。。。。
φ
φ
φ

ぐ〈
C
令。。。。。
φ
。。〈。。。令。。。。。
λv
。φ
。。。。。。。。。。。。
0
0
0
0
0
。。

罷

職

騒

醒

盟

合

っ

て

き

た

か

l
i亘
書

の

問

題

は

で

す

か

ら

、

例

え

ば

票

率

先

し

て

読

書

大

洲

の

保

護

司

は

醜
蘭
臨
麟
蹟
韓
関
闘
圏
腸
輯
綴
臨
こ
の
点
に
カ
か
っ
て
い
る
と
一
言
つ
で
も
一
一
一
一
同
い
に
取
り
組
む
な
ど
「
ほ
ら
お
父
さ
ん
も
勉
強

て

数

年

前

に

、

保

護

司

と

い

う

た

い

へ

ん

な

過

ぎ

で

は

な

い

と

思

い

ま

す

。

し

て

い

る

よ

」

と

態

度

で

一

万

す

こ

と

が

、

子

次

の

人

た

ち

で

す

役

目

を

引

き

受

け

る

ご

と

に

な

り

ま

し

た

。

共

と

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

第

一

歩

で

心
の
中
に
η

ほ
ら
{
八
u

f

o

本

音

の

つ

き

合

い

が

大

切

す

ま

た

、

両

親

が

忙

し

く

て

子

供

と

接

す

坂

本

町

新

兵

さ

ん

も

、

H

た
い
へ
ん
な
役
目
υ

!
非
行
少
年
の
多
く
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
る
時
閣
が
少
な
い
場
合
は
、
せ
め
て
、
夕
食
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
非
行
の
あ
る
人
々

非
行
少
年
の
一
人
ひ
と
り
に
話
を
聞
い
で
心
の
ど
こ
か
に
、
ぽ
っ
か
り
と
さ
び
し
い
を
共
に
し
な
が
ら
子
供
の
話
に
耳
を
傾
け
る
の
立
ち
直
り
を
助
け
、
ま
た
予
防
す
る
任
を

み
る
と
、
み
ん
ま
や
さ
し
い
心
を
持
っ
た
少
ほ
ら
穴
μ

が

で

き

て

い

る

こ

と

で

す

。

よ

う

に

し

た

い

も

の

で

す

。

持

つ

山

保

護

司

H

は
、
次
の
人
た
ち
で
す
。

年

た

ち

で

す

。

ど

う

し

て

だ

ろ

う

か

。

行

き

過

ぎ

た

放

任

血

の

通

っ

た

親

子

の

交

流

を

マ

肱

南

城

戸

隆

西

川

益

夫

新

川

保

で
も
会

ιド
い

で

げ

な

の

で

す

。

主

義

(

手

抜

き

)

の

子

育

て

に

よ

る

も

の

か

、

こ

う

し

た

、

ふ

だ

ん

の

普

通

つ

渡

部

み

ね

子

上

甲

満

男

一
、
一
、
臨
輯
髄

W
繍

た

交

流

の

積

み

重

ね

こ

そ

、

非

行

の

マ

肱

北

中

田

武

雄

武

知

日

義

孝

横

田

等

1一
札

諮

問

幡

親

と

し

て

隣

人

と

し

て

芽

を

つ

み

と

る

一

長

の

近

道

で

す

o

徳
山
勝
猪
武
智
雪
子
中
川
菊
子

州

市

議

畿

通

鱒

ぷ

も

し

、

不

幸

に

し

て

子

供

が

非

行

マ

平

野

白

石

泰

士

口

山

田

国

歳

区

、

、

せ

保

護

叶

坂

本

新

兵

と

い

う

病

気

H

に

か

か

っ

た

ら

、

マ

南

久

米

梅

宮

子

j

i

-

-

一

輯

耕

一

一

樹

ま

ず

、

あ

せ

ら

な

い

こ

と

で

す

。

あ

マ

菅

田

一

一

宮

直

栄

高

田

梅

子

べ一

-
-
3ぷ
議

(

タ

レ

ン

ト

)

わ

て

て

追

い

か

け

て

も

、

子

供

は

、

ソ

y
ホ

マ

大

川

辰

野

富

朗

こ
の
ち
び
し
さ
が
、
き
っ
と
非
行
に
走
ら
せ
あ
る
い
は
過
保
護
が
原
因
な
の
か
、
い
ず
れ
を
向
く
だ
け
1
1ー
と
い
う
こ
と
が
多
い
よ
う
マ
柳
沢
藤
岡
政
己

る

ん

で

あ

ろ

う

と

:

:

;

:

。

に

し

て

も

力

心

の

空

洞
H

は

、

親

と

子

の

心

で

す

。

マ

新

谷

橋

本

規

乙

大

宅

幸

雄

「
子
供
が
非
行
の
道
に
走
る
か
、
す
く
す
の
触
れ
合
い
が
欠
け
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
そ
の
た
め
偽
り
の
な
い
毅
の
生
き
方
を
見
マ
三
者
佐
々
木
金
光

ぺ

育

つ

か

は

、

小

学

校

三

年

生

ご

ろ

ま

で

の

の

で

し

ょ

う

。

せ

る

の

も

一

つ

の

方

法

か

も

し

れ

ま

せ

ん

o

マ
八
多
喜
宮
田
諦
光

親
の
育
て
方
L
だ
い
し
と
い
う
の
が
、
二
十
「
立
派
な
人
間
に
な
れ
よ
」
「
勉
強
し
な
そ
し
て
、
「
自
分
の
人
生
は
白
分
で
生
き
て
い
マ
L

し
須
戒
久
保
慈
教

年
の
体
験
か
ら
得
た
わ
た
し
の
持
論
で
す
。
さ
い
よ
し
と
口
で
一
言
う
の
は
簡
単
で
す
。
し
く
し
か
な
い
し
と
い
う
気
持
ち
を
持
た
せ
る
こ

こ
の
年
代
の
ご
ろ
ま
で
に
、
親
は
ふ
だ
ん
か
し
、
建
前
だ
け
の
わ
説
教
だ
け
で
は
、
子
と
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
子
供
は
白
ら
立
ち
向

ど

れ

だ

け

子

供

と

本

音

で

話

し

合

い

、

っ

き

供

の

心

に

響

き

ま

せ

ん

。

直

る

に

ち

が

い

あ

り

ま

せ

ん

。

…

。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。人
V
O
φ
φ

。φ
A
v
o
。。。。。。。
AVOφ

人v
o
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。人
v
o
o
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。人
J

令乙、

道
を
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

ま
じ
め
な
生
き
方
を
軽
ベ
っ
し
、
「
パ
カ

ら
し
い
し
な
ど
と
な
げ
や
り
な
こ
と
ば
を
吐

く
。
成
績
が
悪
い
の
も
、
親
や
教
師
の
せ
い

に
す
る
よ
う
に
な
る
。

地
域
で
は

-
読
書
の
内
容
が
変
わ
る
。

勇
気
を
も
っ
て

H

愛

の

一

声

を
H

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
、
ま
た

地
域
外
で
も
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し

青
少
年
の
た
め
に
よ
り
よ
い
環
境
を
つ
く
り

た
い
も
の
で
す
。

ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
を
こ
っ
そ
り
読
ん
で
い

る。-
か
く
れ
て
タ
バ
コ
を
吸
う

以
上
の
よ
う
な
町
兆
候
H

か
ら
子
供
の
心

を
読
み
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
供
の
心

の
中
に
何
が
生
ま
れ
、
ど
う
変
り
つ
つ
あ
る

の
か
、
そ
し
て
そ
の
原
因
は
1
1
1
1な
ど
に

つ
い
て
考
え
、
適
切
な
処
置
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

-
愛
の
一
声
を

し
ょ
ド
づ
0

・
盛
り
場
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
少
年
・
少
女

・
酒
を
飲
ん
だ
り
、
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る

少
年
少
女

・
家
出
と
思
わ
れ
る
少
年
・
少
女

・
…
字
校
や
職
場
を
ず
る
休
み
し
て
い
る
少
年

・
少
女

・
パ
チ
ン
コ
な
ど
を
し
て
い
る
少
年
・
少
女

-
明
る
い
地
域
に

地
域
ぐ
る
み
で
、
青
少
年
に
好
ま
し
く
な

い
図
書
や
立
看
板
を
な
く
す
よ
う
に
し
ま
し

ょぷノ。



(6) おおず

あいさつをする近間協議会長

広報自然の美しさを生かし、観光都市づくりにつとめる。

六
月
十
五
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
大
洲
市
農
協
中
ホ
l
ル
で
、

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
、
大
洲
市
を
は
じ
め
流
域
十
二
市
町
村
の

市
町
宮
長
、
住
民
代
表
な
ど
関
係
者
五
+
人
が
参
加
し
て
丘
川

を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
H

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
「
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
計
画
」
の
推
進
母
体

と
し
て
、
昨
年
六
月
に
結
成
さ
れ
、
流
域
住
民
の
た
め
に
住
み
よ

い
生
活
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

会
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
「
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
計
画
し

の
管
理
調
査
結
果
の
墾
口
、
昭
和
五
十
六
年
度
の
重
点
推
進
目
標

な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
最
大
の
河
川
肱
川
は
、
本
流
お
よ
び
い
う
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

約
四
百
七
十
の
支
流
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
河
川
は
本
来
、
流
入
す
る
汚
濁
物
質
を
自

流
路
総
延
長
は
九
百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
然
に
浄
化
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

ま
た
、
流
域
は
、
大
洲
市
お
よ
び
上
浮
穴
、
今
日
の
よ
う
に
、
家
庭
や
工
場
な
ど
か
ら
排

伊
予
、
喜
多
、
東
宇
和
の
四
郡
に
ま
た
が
り
、
出
さ
れ
る
汚
水
や
廃
液
、
ゴ
ミ
な
ど
が
多
量

そ
の
流
域
面
積
は
約
千
二
百
平
方
キ
ロ
メ
!
と
な
り
、
川
自
体
の
浄
化
作
用
で
は
と
て
も

ト
ル
と
県
の
約
五
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
浄
化
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
し
て
、
肱
川
は
現
在
、
上
水
道
源
、
漁
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
清
流
肱
川

業
、
観
光
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
か
ん
が
を
守
る
た
め
に
、
昭
和
五
十
五
年
度
か
ら
昭

ぃ
、
発
電
な
ど
多
く
の
目
的
に
利
用
さ
れ
て
和
五
十
九
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
間
の
浄
化
目

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
生
襟
で
め
る
H

肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
計
画
H

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
肱
川
が
、
近
年
を
定
め
実
施
に
移
し
で
い
ま
す
。

汚
れ
が
巨
立
ち
H

川
汚
れ
て
魚
住
ま
ず
H

と
昨
年
一
年
間
、
計
画
の
効
果
を
は
握
す
る

た
め
に
下
水
路
な
ど
八
地
点
に
お
い
て
、
調
川

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
央
ー
は
、
表
の
川

と
お
り
で
す
。
水
質
は
日
標
値
に
は
達
し
て
川

い
ま
せ
ん
が
、
少
し
づ
っ
良
く
な
っ
て
い
る
山

ょ

う

で

す

。

川

ま
た
、
今
年
度
の
重
点
推
進
目
標
を
次
の
い
市
で
は
、
市
以
の
み
な
さ
ん
に
、
市
政
に

よ

う

に

定

め

ま

し

た

。

山

対

し

で

正

し

い

環

解

と

認

識

を

深

め

て

い

た

一
、
し
尿
叶
化
槽
の
維
持
管
理
指
導
の
徹
底
川
だ
く
た
め
に

d
で
見
る
市
政
教
室
山
を
次

二
、
畜
彦
経
営
の
合
理
化
に
伴
な
う
排
水
処
川
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

理

の

指

導

の

徹

底

川

実

施

期

間

四

月

1
翌
年
二
月

三
一
、
河
川
の
富
栄
養
化
防
止
対
策
の
推
進
川
実
施
日
毎
月
十
日
午
前
九
時
1
十
二
時

四
、
肱
川
流
域
住
民
に
対
す
る
美
化
活
動
へ
川
当
日
が
汀
曜
・
祭
日
の
場
合
は
翌
日

の

意

識

高

揚

川

川
表

か
け
が
え
の
な
い
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
川
ス

た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
河
川
ト

川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
と
か
、
有
り
ン
洗
剤
一
=

を
使
用
し
な
い
と
い
っ
た
、

A
子

ぐ

に

で

き
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軒

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。
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叫
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一

地

点

一
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一

一

一

桝

一

川

※
L
A
S
H陰
イ
オ
ン
界
面
活
性
剤
。
合
成
川

洗
剤
の
主
成
分
で
、
汚
濁
発
生
源
が
生
活
川

排
水
に
よ
る
も
の
か
、
寄
産
排
水
に
よ
る
川

も

の

か

を

判

断

す

る

指

標

。

川

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

目
で
見
る
市
政
教
室

今
年
度
よ
り
コ
!
ス
を
一
部
変
更

申
し
込
み
毎
月
五
日
ま
で
に
市
長
公
室
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
原
則
と
し
で
、

十
名
以
上
の
団
体
と
し
ま
す
。

内
容
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市
長
公
室
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

合
④
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1
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1
内
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ス
望 (25分)
台(30分)

8
月

ワ

臼

に

愛

媛

夏

季

大

学

昭

和

五

十

六

年

度

の

愛

媛

夏

季

大

学

は

、

八
月
七
日
(
金
)
に
、
大
洲
市
民
会
館
大
ホ

講

師

は

レ

モ

ン

ち

ゃ

ん

i
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

(
落
合
恵
子
さ
ん
)

i

i

{

三
師
は
、
ラ
ジ
オ
の
デ
ィ
ス
ク
・
ジ
ョ
ッ

キ
ー
や
「
ス
プ
ー
ン
一
杯
の
幸
せ
し
な
ど
の

著
書
で
わ
な
じ
み
の
落
合
恵
子
さ
ん
で
す
0

0
日
時

8
月
7
日
(
金
)
午
前
日
時
か
ら

O
場
所
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

O
聴
講
料
二
百
円

。
演
題
「
自
分
を
生
き
る
」



よい風習を育て、住みよい環境をつくる

寸
障
害
者
と
と
も
に
⑤

「
|
|
身
体
障
害
者
へ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト

ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
状
態
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
、
た
と
え
ば
、
階
段
を
上
る
場
合
、
腕

を
貸
せ
ば
上
れ
る
人
、
そ
れ
で
は
か
え
っ
て

上
り
に
く
い
人
I
l
-
-
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
l
ス
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
善
意
か
ら
出
た
わ
た
し
た
ち

の
お
手
缶
い
も
、
結
果
的
に
は
一
方
的
な
押

し
つ
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

同
じ
仲
間
と
し
て

し
ば
ら
く
は
そ
れ
と
な
く
見
守
っ
て
く
れ
て

い
る
方
が
あ
り
が
た
い
場
合
が
多
い
よ
う
で

す。
と
い
う
の
も
、
手
足
の
不
自
由
な
人
は
、

わ
た
し
た
ち
が
す
る
方
法
と
は
違
っ
た
や
り

おおす

H

山
ホ
/
行
や
姿
勢
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
N

と
い
っ
た
体
の
不
自
由
な
部
分
の
み
に
と
ら

わ
れ
て
い
て
は
、
手
足
の
不
自
由
な
人
と
の

相
互
交
流
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

手
足
の
不
自
由
な
状
態
、
日
常
生
活
で
の

困
難
、
障
害
を
克
服
し
よ
う
と
努
力
す
る
姿

勢
|
|
l
J
な
ど
を
、
ふ
だ
ん
の
接
触
を
通
し

て
理
解
し
、
介
助
の
仕
方
を
覚
え
て
お
く
ご

と
が
、
手
足
の
不
自
由
な
人
と
の
交
流
を
深

め
る
上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。

お
互
い
に
理
解
し
合
お
う

広報

手
足
の
不
自
由
な
人

(7) 

方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
行
う
場
合
が
あ
介
助
す
る
場
合
は
、
ま
ず
、
ど
う
し
た
ら

る

か

ら

で

す

。

よ

い

か

本

人

の

意

向

を

聞

き

、

障

害

の

程

度

予
足
の
不
自
由
な
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
と
に
、
障
害
の
多
い
人
ほ
ど
そ
の
人
そ
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

な
ん
で
も
す
ぐ
子
を
貸
し
て
く
れ
る
よ
り
も
、
の
人
に
よ
っ
て
独
自
の
や
り
方
を
持
っ
て
い
パ
ー
テ
ィ
な
ど
で
一
緒
に
な
っ
た
り
、
共

寸
ぺ
汁
ぺ
j
イ
ペ
3
3
3
t
i
i
3
3
t
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
;
3
3
j明

…
一
一
一
関
和
教
育
一
一
一

5

差
別
は
生
き
て
い
る
」
釘
町
平
等
で
あ
る
。
」
…

h

~

1

1

一

j
q
u

舟

…
υ

一
ふ
り
J
ス
一
仇
〈
事
例

1
〉
あ
ん
な
人
に
と
ト
ヰ
い
一
一
一
け
げ
い
い
の
中
で
、
…

同
一
千
供
は
、
社
会
や
家
庭
か
ら
有
形
無
形
の
な
考
え
を
も
つ
で
し
ょ
う
。
つ
い
不
用
意
に
っ
か
う
こ
と
ば
が
、
知
ら
ず
一
一

戸
大
き
な
影
響
を
受
け
て
育
っ
て
い
ま
す
。
白
分
の
子
供
に
し
っ
か
り
勉
強
さ
せ
た
い
。
知
ら
ず
自
分
の
子
供
を
、
人
権
を
無
視
し
て
均

一

一

こ

の

気

持

は

、

親

と

し

て

と

う

ぜ

ん

の

願

い

平

然

と

し

て

い

る

「

差

別

者

し

に

し

て

し

ま

内

部

『

雑

草

の

う

た

』

と

い

う

映

画

の

中

で

、

で

し

ょ

う

。

い

ま

す

。

一

一

甲

子

供

の

子

を

引

い

て

歩

い

て

い

る

若

い

お

母

そ

れ

と

ひ

き

あ

い

に

、

ひ

た

い

に

汗

し

て

叫

開

き

ん

が

、

働

い

て

い

る

労

働

者

の

人

間

と

し

て

の

ね

う

H
半

E

3

均

出

「

8ち
ゃ
ん
、
し
っ
か
り
勉
強
し
な
い
ち
と
、
そ
の
職
業
が
、
あ
た
か
も
い
や
し
い
斗
d
y
-
-
d
¥
令
し
夜
』
均

時
と
あ
の
人
み
た
い
に
な
り
手
ょ
。
し
と
か
、
だ
め
な
も
の
と
か
、
考
え
さ
せ
て
い

f
F
及

/

工

会

}

時

却
指
さ
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
清
掃
作
業
に
く
母
親
の
こ
と
ば
は
、
自
分
の
チ
供
を
し
て
、

3
L
ノ
f

f

量

一

一

ノ

弘

、

国

間
一
青
年
が
け
ん
め
い
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
労
働
の
尊
さ
を
理
解
で
き
ず
、
職
業
に
よ
っ
ー
パ
」

J
A
L

一

戸

知

抽

て

差

別

し

て

い

く

恐

ろ

し

い

中

昧

を

も

っ

て

-

e

世

向
こ
の
こ
と
ば
を
き
い
た
チ
ど
も
は
、
ど
ん
い
る
の
で
す
。

千

3
3
j
j
j
t
t
i
t
i
t
t
f
2
3
3
3
3
j
3
3
3
2
3
3
3
3
3
3
i
3
3
3
2叫

避
け
た
い
善
意
の
押
し
つ
け

に
仕
事
を
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
手
助
け
が

必
要
と
な
っ
た
ら
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
言
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し

ょ
h70安

全
第
一
を
考
え
て

一
般
的
に
手
足
の
不
自
由
な
人
が
困
る
の

は
、
天
候
の
悪
い
日
で
す
。
雨
の
目
、
風
の

強
い
目
、
雪
の
日
な
ど
は
、
か
さ
は
さ
せ
な

い
、
足
も
と
は
滑
り
や
す
い
、
そ
の
た
め
全

身
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
っ
て
倒
れ
や
す
く
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
E
は
、
と
く
に
気
を
つ

け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

O
足
の
わ
る
い
人
に
は
、
松
葉
杖
の
入
、
義

足
の
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
状
態
の
人
が
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
乗
り
物
で

大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

f
ン
ル
パ
1

・シ

ー
ト
ω

で
な
く
て
も
席
を
ゆ
ず
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

O
乗
り
物
で
席
を
ゆ
ず
る
場
合
は
、
出
口
に

近
い
席
が
よ
く
、
奥
の
方
で
す
と
そ
こ
へ

行
く
に
も
、
降
り
る
に
も
困
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

O
車
椅
子
の
身
体
障
害
者
は
、
段
差
の
あ
る

玄
関
や
歩
道
が
苦
手
で
す
。
困
っ
て
い
る

人
を
み
た
ら
、
前
輪
を
持
ち
上
げ
る
よ
う

に
し
て
引
っ
ぱ
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
0

0
手
を
貸
す
場
合
に
は
、
ま
ず
安
全
を
第
一

に
考
え
て
、
一
人
で
無
理
な
と
き
は
周
囲

の
人
た
ち
に
協
力
を
求
め
て
く
だ
さ
い
0

0
市
街
を
歩
い
て
い
る
と
き
、
立
止
っ
て
み

た
り
、
振
り
返
っ
て
み
た
り
、
ジ
ロ
ジ
ロ

み
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
は
い
や
な
気
持
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

木
引
税
の
相
談
日

昨
年
度
中
に
木
材
の
取
引
、
売
却
な
ど
で
、

素
材
の
所
有
権
移
転
さ
れ
た
方
を
対
象
と
し

て
、
次
の
日
程
に
よ
り
N

申
告
納
税
相
談
日
H

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

O
白
土
ロ
納
税
の
必
要
な
人
立
木
を
伐
採
し
、

最
初
に
素
材
を
引
取
っ
た
人
。
た
だ
し
、

伐
採
後
三
ヶ
月
以
内
に
木
材
の
引
取
人
が

な
い
と
き
は
、
素
材
の
持
主
。

O
税
額
木
材
の
山
元
で
の
取
引
価
格
の
二

パ
ー
セ
ン
ト
。

O
納
め
る
方
法
特
別
徴
収
義
務
者
(
山
主
)

が
、
最
初
の
引
取
入
か
ら
徴
収
し
て
、
翌

月
の
七
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

。
相
談
日
(
特
記
な
き
も
の
は

9
1
M
時
)

平

野

7
月
幻
目
、
お
日
(
9
1
ロ
時
)

南
久
米

7
月
お
日
(
日

1
日
時
)
白
日

菅

田

7
月
初
日
、
白
日
(
9
1
U
時
)

大

川

8
月
3
日、

4
日

柳

沢

8
月
5
日、
6
日

新

谷

8
月
7
日、

8
日
(
9
1
ロ
時
)

八
多
喜

8
月
日
日

上
須
戒

8
月
日
日

大

洲

8
月
ロ
目
、
日
日
、
比
日

O
場
所
連
絡
所
八
刀
に
つ
い
て
は
、
各
連
絡

所
、
大
洲
分
は
市
役
所
税
務
課
。

O
そ
の
他
当
日
、
都
合
の
悪
い
場
合
は
、

最
寄
り
の
連
絡
所
、
ま
た
は
市
役
所
税
務

課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

O
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
せ
は
、
市
税
務

課
ま
で

合
④
2
1
1
1
内
線
2
1
3



観
光
大
洲
の
夏
の
ピ

y
ク
イ
ベ
ン
ト
H

大

洲
川
ま
つ
り
ω

は
八
月
三
日
、
四
日
に
、
ぅ

飼
二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
盛
大
に
行
わ
れ

ま
す
。肱
川
の
水
面
に
は
、
か
が
り
火
を
舟
首
に

と
も
し
た
う
舟
と
遊
覧
舟
、
ま
た
、
夜
空
の

8
月
叩
日
に
「
文
楽
」
の
公
演

キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
七
色
の
大
輪
の
花

l
i

水
の
都
大
洲
な
ら
で
は
の
H

花
火
大
会
u

で

青

少

年

芸

術

劇

場

す

。

文

化

庁

の

主

催

に

よ

る

寸

青

少

年

芸

術

劇

行
事
予
定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
場
し
が
、
八
月
十
日
に
大
洲
市
民
会
館
に
お
い

八
月
二
日

(B)

で
公
演
さ
れ
ま
す
。

曹
日
時
1

第
三
回
ミ
ス
大
洲
川
ま
つ
り
女
青
少
年
芸
術
劇
場
は
、
青
少
年
に
対
し
て

王
コ
ン
テ
ス
ト
(
市
民
会
館
大
ホ
!
ル
)
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供

八

月

三

日

(

月

)

し

、

芸

術

鑑

賞

能

力

の

向

上

と

豊

か

な

情

操

曹

日

時

神

事

(

神

吉

神

社

)

を

育

て

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

ま

す
o
A
7

V
9
時
叩
八
万
1
口
時
い
け
花
展
・
華
道
池
田
は
、
日
本
の
古
典
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
「
文

一
房
会
南
予
支
部
(
中
央
公
民
館
。
四
日
も
楽
」
の
公
演
が
次
の
と
わ
り
行
わ
れ
ま
す
。

同
じ
場
所
で

)

O

日

時

8
月
刊
日
開

甲
山
時
泊
分
1
m時
刊

日

分

か

が

り

火

燃

し

午

後

l
時
1
3時
刊
日
分

(
肱
川
、
雨
天
順
延
)

O

場

所

大

洲

市

民

会

館

大

ホ

l
ル

軍
部
時
i
m時

ω分
花
火
大
会
(
肱
北
河

O
公
演
団
体
財
団
法
人
文
楽
協
会

原
、
雨
天
順
延
)

O

公
演
作
品
「
絵
本
太
功
記
L

八
月
四
日
(
《
)

O

入

場

者

H
歳
1
四
歳
の
青
少
年
を
招

甲
山
時
l
u時
パ
ッ
ト
パ

y
ト

ゴ

ル

フ

大

待

し

ま

す

。

日
野
立
茸
巴
草
取
草
Z

当日号寸器包予
u
v苦
ぷ
葛
ぷ
主
主
V
嘩
ヲ
主
主
言
語
亨
U
主
主
い
草
亨
u
g主
宰
￥
し
守
主
主
茸
S
宰
S

Z

茸
ud当
V

耳
yu皆
W
V以
W
E
予迄白露
w苦
Z
U
可
ぶ
軍
事
U
草
取
事
&
事
ω
幸
ω
事
Z

当
該
U

E

事
v主
宰
当
uvuτ
茸
S
当
字
U
W
P
事
U
移
4
V
事
ww望
書
。
事
gww
亨U
Z

茸
W
M
当日予
U
主
宰
gvw
也
事
官
事
w事
wすい却
E
W
主
宰
V
草
亨
U

Z

事

に
や
っ
て
い
ま
す
よ
。

曹
こ
ち
ら
に
来
て
、
最
初
、
東
京
の

言
葉
が
き
つ
い
の
で
、
変
に
誤
解
さ

れ
ま
し
た
。
大
洲
の
言
葉
つ
て
の
ん

び
り
し
て
い
ま
す
ね
。

甲
大
洲
の
商
庖
街
に
は
、
駐
車
場
が

な
く
利
用
し
づ
ら
い
で
す
ね
。
ま
た
、

品
揃
え
も
少
な
い
よ
う
で
す
。

V
楽
し
み
と
言
え
ば
、
二
人
で
旅
行

す
る
こ
と
で
す
が
、
今
は
子
供
優
先

に
な
っ
て
し
ま
い
思
う
よ
う
に
な
り

ま
せ
ん
。

(8) 

2学期は間近ですよ

おおず広報

円、つ飼
4

お
周
年
を
記
念
し
盛
大
に

川
ま
つ
り
8
月
3
日・

4
日

ば、ろ

童謡

今年の111まつりポスター

ひ市民の(;f' 

③ 

大
洲
っ
て
、

ろ

ど
こ
に
行
っ
て
も

自
然
、
が
あ
り
ま
す
ね

ひ

歳
)
と
環
(
長
女
・
二
歳
)
の
二
人
で
す
o

v大
洲
っ
て
、
普
か
ら
の
城
下
街
で
、
ど
こ

に
行
つ
で
も
白
然
が
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
ず
っ
と
大
洲
に
住
ん

で
い
る
方
は
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
案
外
気
が

付
か
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

V
A
7
は
、
主
人
が
電
気
庖
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
庖
番
を
し
て
い
ま
す
。
結
構
、
気
ま
ま

新
火
口
町
八
島
美
津
子
さ
ん
(
お
才
)

V
し
よ
う
油
の
街
、
千
葉
県
野
田

市
の
生
ま
れ
で
す
。

帯
主
人
(
章
さ
ん
)
と
は
、
大
阪

の
勤
務
先
で
知
り
あ
い
、
五
十
二

年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
恋
愛
結
婚

で
す
。
子
供
は
、
山
宗
(
長
男
・
三

σ〉市民

会
(
パ
ッ
ト
パ

y
ト
ゴ
ル
フ
大
洲
コ
l
ス
)

v
m
w
時
却
分

i
m時
川
町
分
か
が
り
火
燃
し

(
肱
川
、
雨
天
順
延
)

v
m時
1
却
時
的
分
花
火
大
会
(
肱
南
河

原
、
雨
天
順
延
)

新
刊
図
書
案
内

長男の崇ちゃんと庖の前で

回

想

王

貞

治

著

石

川

節

子

津

地

久

枝

著

命

が

け

で

打

つ

超

治

勲

著

筆

の

話

榊

暮

山

著

音

楽

小

津

征

爾

・

武

満

徹

著

マ

イ

コ

ン

入

門

大

内

淳

義

著

な
ん
て
美
し
い
女
性
だ
ろ
う
千
告
歪
主
著

日

本

人

は

働

き

す

ぎ

か

辻

謙

著

城

下

町

探

訪

付

藤

島

亥

治

郎

著

日
本
の
童
画
=
・
一
千
七
・
九
j
十
一
巻
第
一
法
規

明

治

の

古

典

三

学

習

研

究

社

シ

ル

ク

ロ

ー

ド

三

集

英

社

最

後

の

留

学

生

村

田

聖

明

著

花

の

四

季

松

尾

敏

男

著

代
表
作
時
代
小
説
日
本
文
芸
家
協
会
編

日
本
傑
作
推
理
ロ
選

E
-
ク
イ
ー
ン
編

お

と

ご

新

兵

衛

邦

光

史

朗

著

そ
れ
で
も
朝
は
く
る
上
。
下
森
村
桂
著

光

る

壁

冨

吉

村

昭

著

ふ

る

さ

と

さ

ん

田

中

多

聞

著

夕
暮
れ
に
常
時
を
植
え
て
足
立
巻
一
著

愛

、

深

き

淵

よ

り

星

野

富

弘

著

ど
う
し
て
生
ま
れ
て
き
た
の

ハ
ン
ナ
・
ミ
ユ
ツ
セ
著

児
童
図
書

ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
図
書
館
全
十
巻

ぼ
く
の
さ
ん
す
う
わ
た
し
の
り
か

中
自
の
古
典
文
学
全
十
四
巻

ち
く
ま
少
年
図
書
館
二
十
冊

劇

集

全

七

巻

あ
た
ら
し
い
文
学
九
冊

さ
え
ら
創
作
絵
本
全
八
巻

イ
ン
ガ
ル
ス
一
家
の
物
語
全
五
巻

日
本
の
歴
史
全
八
巻

会
六
巻

図

書

館



ギー品

vお年寄りに
まごころの鰭りもの
大洲市老人クラブ連合会の手芸ク

ラブ(会員25名、会長神岡藤子)の

4人の代表は、 6月 9日に子づくり

の“子まり"を持って、清和国、と

みす寮を慰問しました。

カラフルな子まりを受け取ったお

年寄りは、満面に笑みを浮かべてい

ました。

おおず広報干
A
Vろひ市民の

チ

ヨ

-L-

メ

h
A
m脳

一フ

ろひσ〉市民(9) 

企新谷小の水泳ブールが完成
従来のプ←ルが老朽化し、新しいプールの建設が

望まれていましたが、 55年10月に着工し、 3月末に

完成しました。シーズンをむかえ、 6月10日に父兄

生徒など 170名が集まり完成を祝いました。プール

は、 25メ←トル 5コースで¥総工費は 2，800万円で

す。

"".，.p T A大学開校
昭和56年度のPTA大学の開校式が、 6月16日

に中央公民館で学級生100名が出席して行われまし

た。
今年度は、市内の小学 1・4年・中学のお父さ

ん、お母さんを対象にして 6回のスク←リングを

行い、 PTAのかかえるいろいろな問題について

学習をします。

企ふるさと料理教室聞く
6月10日に中央公民館て¥八幡浜地方局の主催

で H ふるさと料理教室とが開かれました。亀田ツ

ヤ子さん(市内多田)の指導てる、大洲地方の特産

物川ガ二、カジカ、シイタケなどを使った郷土料

理を作り、できあがった“大洲の味"を賞味しま

した。

夏
の
受
通
安
全
運
動

7
月
刊
同
日
j

m
日

夏
休
み
が
始
ま
り
、
子
供
の
戸
外
で
の
活

動
が
多
く
な
り
、
交
通
事
故
で
の
子
供
の
犠

牲
者
が
多
く
な
る
季
節
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー

も
暑
さ
と
疲
労
で
居
眠
り
運
転
が
増
え
る
な

ど
、
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
で
す
。

七
月
十
八
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
は
、
「
夏

の
交
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
標
は
次
の
四
項
目
で
す
。

一
、
暴
走
族
の
追
放

二
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
特
に
子
供

と
老
人
の
安
全
確
保

二
一
、
飲
酒
、
暴
走
、
過
労
運
転
な
ど
の
防
止

四
、
二
輪
車
前
照
燈
の
昼
間
点
燈
運
動
の
推

進
正
し
い
交
通
ル
l
ル
と
マ
ナ
!
の
実
践
を

習
慣
マ
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま

す。
ま
た
、
七
月
二
十
日
は
、
「
交
通
事
故
ゼ

ロ
の
日
」
が
始
ま
っ
て
百
回
目
に
あ
た
り
ま

す
。
も
う
一
度
内
ゼ
ロ
の
日
ω

の
意
義
を
考

え
て
、
交
通
事
故
を
な
く
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ旨
7
0

6月末までの
大洲市内の交通事故

6月末 昨年
現在 同期 l

件数 85 104 

負傷者 107 116 

死者 。 3 



勺 )
 

f
l
u
 

-
B
A
 
(
 

割
守~号
.~ 

l主1
:5j 

おおず

4
9
@一
定

:
 

実

施

日

該

当

者

8
月
4
日
(
火
)
昭
和
田
年
4
月
生

8
月
日
日
(
火
)
昭
和
田
年
1
月
生

8
月
日
日
(
木
)
昭
和
田
年
1
月
生

8
月
四
日
(
火
)
昭
和
田
年
8
月
生

8
月
白
日
(
火
)
昭
和
田
年
7
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み
で
す
。

受
付
時
間
日
時
加
分
l
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児

健

診

広報

成
人
病
予
防
検
診

せ

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
予
防
の

た
め
の
検
診
を
、
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

成
人
病
は
、
早
期
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
検
診
を
毎
年
定
期
的
に
受
け
て
、
健
康

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

8
月
日
日
(
月
)

ら:f:，'知せ

蔵
川
中
学
校

し

10時~16日寺

※※  

8
月
口
日
(
月
)
田
処
公
民
館

8
月
幻
日
(
木
)
新
谷
連
絡
所

8
月
出
目
(
金
)

受

付

時

間

午

前

日

時

1
1
時
却
分

午
後

1
時
1
2時

検
診
内
容
問
診
、
結
核
検
診
(
間
接
撮
影
)

尿
検
査
、
血
圧
測
定
、
貧
血
検
査
、
診
髪
、

保
健
、
栄
養
指
導

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

開

検

査

※ 

脳
卒
中
予
防
検
診

次
の
よ
う
に
脳
卒
中
予
防
検
診
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
対
象
者
は
受
診
し
で
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

8
月
四
日
(
水
)
八
多
喜
連
絡
所

8
月
却
日
(
木
)

受

付

時

間

午

前

9
時
叩
分
1
1
時

午
後

1
時
加
分
1
3
時

対

象

者

叫

歳

1
印
歳
の
男
女
ほ
か

検
診
内
容
脳
卒
中
予
防
の
総
合
検
診

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

眼

視
力
障
害
者
の
た
め
に
次
の
よ
う
に
H

開

眼
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
(
受
付
は
却
分
前
よ
り
行
い
ま
す
)

8
月
6
日
(
木
)
日
時
1
日
時

8
月
7
日
(
金
)

9

時
i
M時

場

所

中

央

公

民

館

持
参
品
保
険
証
、
身
障
者
手
帳
、
印
鑑
、

医
師
松
山
赤
十
字
病
院
別
所
建
夫
医
師

※
検
診
料
は
無
料
で
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
へ
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

合
④
|
2
1
1
1
内
線
2
4
6

8
月
2
日

8
月
9
日

8
月
日
日

8
月
お
日

8
月
叩
日

9
月
6
日

大
洲
中
央
病
院
宮
④
4
5
5
1

の，

// 

イシ

// 

今

今

イシ

ク

ク

相談ごと案内
いずれも無料です。:b'気軽に

ご利用ください。

砂交通事故相談

とき 8月10日

8月20日

ところ 市役所第三会議室

砂人権相談

と き 8月20日 13日寺 ~16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

炉心配ごと相談

とき 8月3日

8月10日

8月25日ク

ところ 社会福祉協議会事務局

惨行政相談

と き 8月19日 10時~15日寺

ところ 大洲市民会館

急、がれる時は電話で相談してく

ださいo ft④3794 (玉木)

砂税務相談

とき 8 月 21 日 10時~15時

ところ 大洲商工会議所

担当高松国税局税務相談室

砂不動産相談

とき 8 月 15 日 9 時~16時

ところ 宅地建物取引業協会大

洲支部(常磐町側フヂエ夕、内)

おせレコお知

13時~16時

守山
Y
J
V

お

く

り

も

の

汽

ま
ご
こ
ろ
の

金

一

封

菅

田

町

有

友

玄

金

一

封

森

山

石

岡

光

子

金

一

封

松

尾

二

宮

昭

介

金

一

封

長

谷

垣

内

哲

金

一

封

若

宮

武

井

明

金
一
封
(
遺
失
者
よ
り
の
謝
礼
と
し
て
)

大

洲

福

山

冨

喜

代

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
園
と
大
洲

学

園

へ

)

若

宮

吉

岡

友

睦

金
一
封
(
厚
生
大
臣
賞
受
賞
記
念
と
し
て

大
洲
育
成
園
・
大
洲
挙
薗
・
手
を
つ
な
ぐ
親

の

会

へ

)

中

村

沢

井

利

孝

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
預
託
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

犬
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

ま
ご
こ
ろ
銀
行
の

配
分
決
定

み
な
さ
ん
よ
り
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
意

の
預
託
金
は
、
六
月
二
十
四
日
に
H

ま
ご
ご

ろ
銀
行
運
営
委
員
会
H

に
お
い
て
諮
問
を
受

け
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

マ
五
郎
保
育
所
(
プ
I
ル
設
置
)
七
十
万
円

マ
大
洲
乳
児
保
育
所
(
食
器
消
毒
保
管
庫
)

三
十
一
万
円
マ
防
犯
灯
設
置
(
補
修
)
七

十
五
万
円
マ
献
血
事
業
十
万
五
千
円

マ
市
内
の
七
十
歳
の
老
人
(
老
人
カ
バ
ン
)

三
十
七
万
円
マ
地
区
社
協
活
動
お
よ
び
一

般
事
業
費
百
五
十
万
円
マ
各
種
団
体
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
費
五
十
万
円
マ
社
協

福
祉
基
金
百
三
十
万
円

計
五
百
五
十
三
万
五
千
円

8
月
1
日
は

ザ
q

-
都
庁
水
の
日
4

8
月
1
日
は
H

水
の
日
H

。
こ
の
日
か

ら
一
週
間
は
u

水
の
週
間
で
す
。

水
が
無
尽
蔵
に
あ
り
、
好
き
な
だ
け

使
え
る
時
代
は
終
り
ま
し
た
。
水
は
わ

た
し
た
ち
の
貴
重
な
資
源
の
一
つ
で
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
「
節
水
」
を
心
が

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

5-2944 

4← 5 9 6 8 

6-0537 

4-4410 

4-6232 

5-0901 

休日の漏水修理
当番目|業者名 1

8月2日|城戸電業社

8月9日|蔵田水道庖

8月間|久保水道庖

8月23日|佐藤水道庖

8月30日l清水水道商会
9月 6日|滝田商庖

8 dJ 

正

七
月
号
(
陥
3
0
4
)
六
頁
の
H

表
彰
U

中
、
最
後
の
松
尾
善
作
を
梶
尾
釜
口
作
に
訂
正

し
て
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

後

『

H
U
--=ロ

誰
氏
も
経
験
す
る
こ
と
で
す
が
H

夏
休
み
H

は
あ
っ
と
い
う
聞
に
終
り
ま
す
。
八
月
末
に

お
父
さ
ん
が
宿
題
を
や
ら
な
く
て
い
い
よ
う

に
、
計
画
的
に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
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